
1柱位置出し・基礎穴掘り

2垂木がけの取付け

3棟木への部品取付け

4棟木(柱台座)と柱の接続 5棟木とけたの取付け

67前枠の取付け

4けたコーナー継手と柱の取付け

■作業手順

■部材の加工方法

■部材の加工・取付け上のご注意
①下表は前枠を規格寸法で施工する場合を想定して、各部材の寸法を設定してあります。
②前枠・垂木がけ・野縁の垂木取付け穴は下図姿図にしたがって、右図加工図上の▲印の位置に
加工してください。
③現場・躯体の状況により、各部材の寸法は異なる場合がありますので、施工の際は調査・検討
の上、加工してください。
④1間×6尺は製作不可です。
⑤間口2.5間ベースで組立てる場合、および1500形の場合は、必ずけた付きにしてください。

出隅棟木Ａ

3　尺

4　尺

5　尺

6　尺

1668.5

2097　

2525　

2946　

●専用部材寸法

　垂木がけ＝ℓ－D－A＋277
　けた＝ℓ－A＋46

●各部材寸法算出公式・寸法表(各記号には下表の数値を代入してください。)

注）左記部材は4尺・6尺
用が規格サイズです。
3尺・5尺用の場合は、
切詰めてください。

名称出幅 出隅棟木雨どい

1605.5

2034　

2462　

2883　

出隅棟木カバー

1658.5

2087　

2515　

2936　

1間

1.5間

2間

2.5間

2050

2955

3850

4805

356.5

356.8

357.2

352.7

613.5

466

618.5

468.5

－

1066

1218.5

1068.5

－

－

－

1668.5

959.5

1259.8

1560.2

1855.7

－

810

925

950

1211.5

1516.5

1821.5

2121.5

885

1185

1485

1785

関東間 九州四国間関西間

2250

3205

4160

5255

2145

3100

4055

5045

Ａ Ｄ Ｂ ｔ Ｔｎ ｎ ｎ

ｎ

3尺

4尺

5尺

6尺

56棟木と垂木がけの接続

78棟木雨どいの取付け

89垂木・野縁の取付け

9前枠雨どい部のシーリング

波板・棟木カバーの取付け

垂木がけの切断・加工

棟木の切断・加工(出幅3尺・5尺）

けたの切断・加工

棟木雨どいの切断・加工

前枠の加工

垂木・野縁の切断・加工

波板の切断・棟木カバーの切断・加工（出幅3尺・5尺）

▼
▼

▼
▼

野縁＝ ＋ℓ－B
n－18.86
1.0155

垂木＝T－71.1－(t－52.5)×1.0155

1 2 3

■部材の加工

■姿図

1500形の場合

600形の場合

柱の切断・加工

間口 出幅

1.0間×3尺 1.5間×3尺 2.0間×3尺

2.0間×4尺1.5間×4尺1.0間×4尺

1.0間×5尺 1.5間×5尺 2.0間×5尺

356.5885 356.5885 356.5885

920.5
100 100

915 910.5

7070

100
906.5907907

1185 356.870

810100 810

70 356.81185

810

70 356.81185

762.2763
100

806.2807807
100

100 925

70 357.21485

925

1485 357.270

925

1485 357.270

612.3612.5
100

705.8707707
100

70
５

1085.5

2822050

1875.5

５

５ ５

５

５ ５

５

５

2823850

2823850

28238502822955

2822955

2822955

2822050

2822050

1875.2

1874.8

1990.5

2780.5

2780.2

1690.2

2779.8

3675.5

2885.5

3675.2

2585.2

2284.8

3674.8

1.5間×6尺 2.0間×6尺70 1785

950
929.3

352.7

100 100

352.7178570

950
909.3915

28238502822955

５ ５

2784.3

1094.3

1989.3

3679.3

2.0間×3尺

2.0間×4尺

2.5間×5尺

2.5間×6尺

356.5

70 356.81185

100

1485 357.270

100

885

1120.5
100

1072.712001102.5

12731300

925
772.312001102.5

100

352.7178570

950
826.88501102.5

70
５

５

５

５

3850.4

2824805

4805 282

2824805

2824805

4630.5

4630.2

3540.20

3239.8

4629.8

2944.3

4634.3

注1)(　)内は関西間、［　］内は九州四国間
をベースに組立てる場合を示します。

注2)壁面から70mmの位置に必ず垂木を
取付けてください。

810

（985.2）
［880.2］

（684.8）
［579.8］

（519.8）
［414.8］

（1179.3）
［1074.3］

（1344.3）
［1239.3］

（737.5）
［687.5］

（737.3）
［682.3］

（2250）［2145］

（2074.8）［1969.8］
（2250）［2145］ （3205）［3100］

（3029.8）［2924.8］

（3034.3）［2929.3］

（2299.3）［2194.3］

（3987.3）［3884.3］
（4160）［4055］

（4290.5）［4080.5］

（5080.5）［4870.5］
（5255）［5045］

（3990.2）［3780.2］

（5080.2）［4870.2］
（5255）［5045］

（3689.8）［3779.8］

（5079.8）［4869.8］
（5255）［5045］

（5255）［5045］

（3394.3）［3184.3］

（5084.3）［4874.3］

（2594.8）［2489.8］

（3984.8）［3879.8］
（4160）［4055］

（2895.2）［2790.2］

（4160）［4055］
（3985.2）［3880.2］

（3985.5）［3880.5］
（4160）［4055］

（3195.5）［3090.5］

（1016.5）［975.5］（1007）［975］ （1007）［975］（990）［987.5］（1120.5）［1015.5］ （1085.5）［983］

（2240.5）［2135.5］

（3030.5）［2925.5］

（3205）［3100］

（1940.2）［1835.2］

（3030.2）［2925.2］
（3205）［3100］

（3205）［3100］

（1639.8）［1534.8］

（2075.2）［1970.2］
（820.2）［715.2］

（1070）［1020］（1064.3）［1009.3］

（907）［875］

（1030）［1300］（1030×2スパン）［1320］ （1035.5）［1295.5］

（1207.5）［1222.5］ （1320）［1200］ （1297.7）［1192.7］

（1207.5）［1222.5］ （1320）［1200］ （997.3）［892.3］

（1207.5）［1222.5］（1020）［910］（1001.8）［886.8］

（807）［775］（807）［775］（815.8）［774.8］

（916.2）［875.2］（907）［875］（887.2）［832.2］（888）［838］

（2075.5）［1970.5］

（2250）［2145］

（1285.5）［1180.5］

785.2

620.2

484.8

319.8

1389.8

●お願い…出隅以外の組立て・取付けおよび施工上のご注意・製品の取扱いについては、ナーラテラス本体に同梱してある取付け説明書を併用してください。

3尺

4尺

5尺

6尺

381.7

382.1

382.7

376.3

●出隅棟木カバー

●垂木

●前枠

●野縁

●けた

●垂木がけ

●柱(コーナー部)

●出隅棟木雨どい(出幅3尺・5尺の場合)

●出隅棟木A(出幅3尺・5尺の場合)

ａ

φ5.5

5
.8

5
.8

≒30
注)躯体側(欠きのない側)から切詰めてください。

≒80 φ5.5

注)前枠側(端部に長穴のあいていない側)から切詰めてください。
柱台座取付け穴は600形のみ加工してください。

7
.5

7
.5

3
6

110 φ4.5

φ4.5柱台座取付け穴43.5

a 85

注)躯体側から切詰めてください。

φ5.5貫通穴

15

15

注1)勝手違いは逆端部を
加工してください。
加工はコーナー継手
接続側のみです。

注2)垂木取付け穴はφ5.5
であけてください。

φ5.5

7.5

7.5

7

7.5

3
0

1
5

70 50

7.5

600形

2
2

41.5
45°

φ4.5

1500形

2
2

41.5
45°

注1)勝手違いは対称加工してください。
注2)垂木取付け穴はφ4.5であけてください。

注2)垂木取付け穴はφ6であけてください。

注)勝手違いは逆端部を加工してください。

11

2
0

6
7

35 φ5.5

70 50

注1)勝手違いは逆端部を加工してください。

2
0

25
φ6

600形：サマンテラス用の柱をGL側より12.5mm切断する
か、又は埋め込みを12.5mm深くしてください。

1500形：規格品と同じ寸法です。

※穴位置にはV溝が付いています。

70

n1

n2

n3

t

▲
▲

▲

▲

▼

ℓ
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■組立て・取付け要領

柱

棟木

柱台座

ナベ小ねじM6×10

柱

けたコーナー継手

けたスリーブ

トラスタッピン3種φ5×12

ワッシャーM8

六角ナットM8用

ナベ小ねじM6×10

コーナー用柱固定金具

六角ボルトＭ5×12

棟木

垂木がけ

φ4.5写し穴

棟木

六角ナットM5用
ワッシャーM5

トラスタッピン3種φ5×12

けた取付け金具

六角ボルトM5×12

けた

コーキング材充てん

▼

▼

▼

1柱位置の墨出し・基礎穴掘り

2垂木がけの取付け

3棟木への部品取付け

●姿図より柱埋め込み位置を出し、基礎穴を掘ってください。

①垂木がけ端部を壁面から5mm離
して躯体に取付けてください。
　その際、必ず水準器で水平を出し
てください。
②躯体と垂木がけのすき間にシーリ
ングしてください。
※垂木がけは必ず躯体の柱・間柱など
構造材に取付けてください。コー
ナー部は特に確実に取付けてくだ
さい。

垂木がけ
シーリング

5

①前枠コーナー継手に前枠スリーブ
を取付けます。

②前枠コーナー継手を棟木
に取付けます。

・柱台座を棟木に取付けます。
●棟木を垂木がけに取付けます。

③棟木に出隅用棟木固定金具を取付
けます。

●柱に柱台座を差込んで固定します。

●けたコーナー継手にけたスリーブおよび
コーナー用柱固定金具を取付け、柱に固
定します。

4棟木(柱台座)と柱の取付け

6前枠の取付け

7棟木雨どいの取付け

8垂木・野縁の取付け

9前枠雨どい部のシーリング

波板・棟木カバーの取付け

5棟木と垂木がけの接続

［1500形の場合］

［600形の場合］

①端部の柱と側面垂木を固定し
ます。
②固定した柱と側面垂木を立
て起こし、垂木がけに固定し
ます。
③次に前枠を取付けます。
④前枠コーナー継手と前枠の継
ぎ目に前枠ジョイントカバーを
取付けます。

［1500形の場合］
・けたを取付け、端部の垂木
を取付けます。
・前枠を取付け、継ぎ目には
前枠ジョイントカバーを取
付けます。
・けた取付け金具でけたと棟
木を固定します。

①下図前枠部分にシーリングし、
棟木雨どいを棟木に取付けます。

②躯体側に出隅用垂木がけキャップ
を取付けます。

六角タッピン1種φ6×70

六角タッピン1種
φ6×70

前枠スリーブ

前枠コーナー継手

棟木

トラスタッピン3種φ5×12

前枠コーナー継手

棟木

出隅用棟木固定金具
トラスタッピン3種φ5×12

ナベタッピン3種
φ5×20

柱台座

［600形の場合］

トラスタッピン3種φ5×12

①垂木の種類に応じ
て垂木固定ピース
のフィンを切取り
ます。
※垂木固定ピースの
向きは右図にした
がってください。

②垂木に垂木固定ピースを差込み、ねじ止めし、
棟木に取付けます。

③野縁を棟木・垂木に取付けます。

●下図部位を必ずシーリング
してください。

●波板は現場合わせの上切断し、
取付けてください。

φ4.5写し穴

トラスタッピン3種φ5×12

●棟木カバーを出隅用垂木がけキャップの下に
もぐり込ませて、ねじ止めします。
●下図指定部位を必ずシーリングしてください。

φ4.5写し穴
棟木

トラスタッピン3種
φ5×12

垂木ピース

垂木

ナベタッピン3種φ5×20

トラスタッピン3種
φ4×14

野縁

φ3.6写し穴

棟木

シーリング

シーリング

シーリング

シーリング

波板

シーリング

シーリング

シーリング

トラスタッピン3種φ4×10
7出隅用垂木がけキャップ

2垂木がけ

六角ナットM5用

3
出
隅
用
棟
木
固
定
金
具

トラスタッピン3種
φ4×14

ナベ小ねじ
（Wセムス)
M5×70

8野縁

トラスタッピン3種
φ5×12

ナベタッピン3種
φ5×20

8垂木固定ピース

ナベタッピン3種
φ5×12

8垂木

3出隅棟木A


出
隅
棟
木
カ
バ
ー

ナベタッピン2種
φ5×10

6前枠

6前枠ジョイントカバー

3前枠スリーブ

トラスタッピン3種
φ5×12

トラスタッピン3種
φ5×12

3前枠コーナー継手

トラスタッピン3種
φ5×12

トラスタッピン3種φ5×12

ナベタッピン3種φ5×20

7
出
隅
棟
木
雨
ど
い

4柱台座

ナベ小ねじM6×10

4柱

シーリング

六角ボルトM5×12

Ｂ

C C

D

Ｂ

Ｂ
Ｂ

根本まで
カット

Ｂ

D

D

C

C C

C

Ｂ

Ａ

Ｂ

ＢＢ

Ｂ

Ａ

Ａ Ａ

Ａ Ａ

Ａ Ａ

Ａ Ａ

垂
　
木

垂
木
固
定
ピ
ー
ス

切
取
り
部 根本まで

カット

D

D D

六角ボルト
M8×16


